
２－１－２．組織のスリム化

開始
現在

（H21.4.1）
最終 19 20 21 22 23 24 25 26

1 【2121－1】

・合併時には、各総合事
務所すべてを５課体制とし
てスタートし、その後各総
合事務所の状況に応じて
改編と拠点化を進めてい
る。

・合併当初（7事務所35課）
⇒Ｈ21.4.1現在（7事務所
15課）

・現地主義を基本に、簡素
で効率的かつ850人体制
に即した組織。

・本庁、拠点、拠点以外の
事務所で行うべき業務が
明確でない。業務量に見
合った人員配置になって
いない。

総合事務所のあり方策定する。

（完了）

企画部 地域振興課 - - - 19 19 ⇒ 100%

2 【2121－2】

・市長公約、中期事業推
進計画の施策・事業を簡
素で効率的に進める組織
になっていない。

・簡素で効率的かつ850人
体制に即した運営ができ
ている組織。

・業務のスクラップと外部
委託やＩＴ化が進んでいな
いため、組織の合理化が
停滞している。

効率化、チーム力が発揮できるように、課等を大き
な括りに再編する。また、意思決定の迅速化を図るた
め、出先等へ権限を委譲する。
（課等の再編）（出先等へ権限委譲）
消防、幼稚園、保育園等の専門分野については、

整備計画等のあり方に基づき検討していく。 総務部 人事課
課等の数
２１５課

課等の数
１９８課

ー 17 21 ⇒ －

3 【2122－1】

平成23年度以降の組織
のあり方の策定

・平成23年度以降の組織
のあり方がない。

・市民にとって分かりやす
く、業務に見合った簡素で
効率的な組織。

・平成23年度以降の業務
量の把握が困難であり、定
員計画も明確になってい
ない。

見える化シートによる業務改善など行政改革による
スクラップ、IT化等により業務を精査し、中期事業推
進計画に基づく施策、事業を推進する組織づくりを進
める。
平成23年度以降の組織のあり方を策定。

総務部 人事課 - - - 21 22 ⇒ ⇒ －

20年度までの状況 あるべき姿
達成度

（20年度末）
課題

（乖離の原因）
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所管部課
（だれが）
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職員850人体制に見合う
部署の整理統合

－9－


